


硫酸塩


本品50ｇ（495～504ｇ）を量り、硫酸塩試験法により試料溶液を調


整し、0005mol／Ｌ硫酸310mLを用いて比較液を調整し、硫酸塩の試験を行う

とき、試料溶液の呈する混濁は、比較液の呈する混濁より濃くてはならない

（003％以下）。



鉛

本品50ｇ（495～504ｇ）を量り、鉛試験法（原子吸光光度法第１法）に


より鉛の試験を行うとき、その量は、1㎍／ｇ以下でなければならない。このと

き、鉛標準液は、05mLを全量ピペットを用いて量り、10mLの全量フラスコに

入れ、硝酸（1→150）を標線まで加えて10mLとし、標準液とする。



カリウム


本品50ｇ（495～504ｇ）を白金製のるつぼに量り、穏やかに加熱


して炭化させた後、500℃以下で加熱して灰化する。残留物を少量の水で100mL

のトールビーカーに移し、塩酸10mLを徐々に加え、数分間煮沸した後放冷する。

この液を水で250mLの全量フラスコに移し、水を標線まで加え、ろ紙でろ過す

る。このろ液50mLを全量ピペットを用いて100mLの全量フラスコに入れる。更

に干渉抑制剤液10mLを加え、水を標線まで加えて100mLとし、試料溶液とし、

原子吸光光度法（フレーム方式）により試験を行う。

同時に、塩酸10mLを250mLの全量フラスコに入れ、水を標線まで加えて250

mLとする。この液50mLを全量ピペットを用いて量り、100mLの全量フラスコ

に入れる。更に干渉抑制剤液10mLを加え、水を標線まで加えて100mLとし、こ

の液を用いて空試験を行い補正する。

別に、カリウム標準液2mLを全量ピペットを用いて量り、100mLの全量フラ


スコに入れる。更に干渉抑制剤液10mLを加え、水を標線まで加えて100mLとし、

標準液とする。

試料溶液及び標準液につき、光源としてカリウム測定用中空陰極ランプを、可

燃性ガスとしてアセチレンを、支燃性ガスとして空気をそれぞれ用い、波長

7665nmで吸光度を測定するとき、試料溶液の吸光度は、標準液の吸光度以下で

なければならない（02％以下）。

干渉抑制剤液の調製


炭酸カルシウム〔特級〕（CaCO3）125ｇ（1245～1254ｇ）


を量ってビーカーに入れ、少量の水を加え、更に塩酸105mLを徐々に加え

る。この液を煮沸した後放冷し、水を加えて1000mLとする。




ナトリウム


で得た試料溶液につき、原子吸光光度法（フレーム方式）によ


り試験を行う。と同様に空試験を行い補正する。別に、ナトリウム標準液１

mLを全量ピペットを用いて量り、100mLの全量フラスコに入れ、水を標線まで

加え、標準液とする。試料溶液及び標準液につき、光源としてナトリウム測定用

中空陰極ランプを、可燃性ガスとしてアセチレンを、支燃性ガスとして空気をそ

れぞれ用い、波長5890nmで吸光度を測定するとき、試料溶液の吸光度は、標準

液の吸光度以下でなければならない（01％以下）。


水分


40％以下（直接滴定）


強熱残分


01％以下（１ｇ）

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